本体のセットアップを終了した5、システムのセットアップをします。システムのセットアップは購入 
後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説 S 月しています。 


初めてのセットアップ(一44ぺージ） . システムを使用できるまでのセットアップ手順に 

ついて説明しています。ここではあ要最低限の 
セットアップのみを説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセ、ソトアッ 
プじついては4章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ (^81 ぺージ） . ネットワーク上のコンピュータか6システムの管 

理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法じついて説 S 月しています。 


再セツトアップト82ぺージ) 


システムを再セットアップする方法について説明 
しています。 









ネ刃めてのセットアップ 


購入後> 初めてシステムをセットアップする時の手順じついて順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作が 


r 巧巧導入設定用ディスク」は本装置をインターネットサーバとして導入するために最低限お 
要となる設定情報が保有されたセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

r 初期導入設定用ディスク」は、添付の初期導入設を用ディスクにある r 初期導入設をツール」 
を巧って作成します。巧期導人設定ツールは 、 Windows 95/98/ Me ,または Windows 
2000 、 Windows NT 4.0 、Windows XP のいずれかが動作する〕ンピュータで動作しまず。 


ネリ期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導人設定届ディスクを作成しまず。 

1 . 附 indows マシンのフ□ッピーディスクドライブじ添がの初期導入設を用ディスクをセットする。 

2 . フ□ッピーディスクドライブ内の r 巧期導入設をツールだねけ upConf . exe )」 をエクスプ □- ラな 
どから実巧する。 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式と 
なっており、各ページで設定に必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報[こ誤りがある場合は、次へ進むときに警告メッセー 
ジが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項については、この後の説明を 
参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フ□、ソピーディスク(こ設走情報を書き込んで終了しまず。 

3 . 初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブから取り化し、「システムのセットアッ 
プ」じ進む。 

初期導入設を用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切に保管してください。 
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各入力項目の設定 


[InterSec LB 初期導入設定ツール]で人力する項目について説日月します。 


パスワード設定画面 

システムのセットアップ完了後、管理コン 
ピュータか 6 Web ブラウザを介して、シス 
テムに□グインする際のパスワードを設を 
します。この画面じある項目はすべて入力 
しないといけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

^ パスワードは画面に表示されませ 
I チ I ック I ん。タイプミスをしないようを意し 
て < ださい。 


乃イルのヘルブお） 


山ぶ 


繫等龜?窺!鶴碰纖 I 蔽讓纖を機'‘ 

してくだみ、。 


設を;'吾みバス9—ド 
パスワ—ド 
バスつードち入力 


巧目を入力したが;夕へ化) > J ぞ巧してください 


I に 'ホへの〉> I キャン tz ル」 


設定ミきみパスワード 

巧めて設定ずる場合は、同捆の別紙 「 root パスワード」に記載されたパスワードを人力し 
てください。 

パスワード 

設をするパスワードを入力してください。ここで人力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合にお要となりまず。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないようじ、パスワードの管理は厳重に行つてください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既をパスワードと同一のパスワードを巧パ 
スワードとして設定してください。 

パスワード再入力 

パ スワー ドの確認用です。パ スワー ドと同一のものを入力してください。 


ネットワーク設定画面〜 LAN ポート1(が部 LAN) 用- 


LAN ポート1(外部 LAN ) のネットワーク設 
定をします。[セカンダリネームサーバ]と J 
外はあず入力してください。 

ホスト名 ( FQDN ) 

ホストをを入力してください。人力の 
際には、 FQDN のおま（マシン名.ドメ 
インを)のおまで入力してください。ル 
文字でかつ"."記号を含んだフルドメ 
インをで入力してください。英数ル文 
字、[一]、 [.] が使用できます。最初 
の1文字目は英ル文字のみ有効でず。 


フ T イルのヘルプお） 

富編:# 




小乂卜るけ UUW 

IP アドレス 

|192~ . 

|168~ . 

厂. 


ブブネット7スク 

|256~ . 

|255~ . 

|265~ . 

广 

デつォルトヴートウ: L イ 

| T ^ . 

| T 68~ . 

广. 

|i ~ 

ブライ7リネームプーパ 

| T 9^ . 

| T 68~ . 

厂- 

|60~ 

たカンダリネームサ-バ’ 「 . 1 . 

巧目を入力したろじ丈へ処 >J 巧 PU てくださし、 

1~- 

1~ 


<房る遣 ）」 I A への)> ] 丰ャンむル I 


システムのセットアップ 


4已 




























IP アドレス 


1 枚目の N に ( LAN ポート 1( 外部 LAN )) に割り振る IP アドレスを措定してください。 

サブネットマスク 

1あ目の N に ( LAN ポート1 ( 外部 LAN )) じ割り振るサブネットマスクを指走してくださ 
い。 

デフオルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイの IP アドレスを指をします。デフォルトゲートウェイがを在し 
ない場合は、1枚目の N にと同じ IP アドレスを入力してください。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指をします。プリマリネームサーバがを在しな 
い場合は、1枚目の N にと同じ IP アドレスを人力してください。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバがを在する場合は、その IP アドレスを指をしてください。 


ネットワーク設定画面〜 LAN ポート2(内部 LAN ) 用〜 

LAN ポート2(内部 LAN ) のネットワーク設 
定をしまず。 

W -0 • フ I イルオーバ型クラスタ構成 

(二重 化)にしない場合も設定が 
必要でず。 

• LAN ポート1のネツトワークア 
ドレスとは別のアドレスを入力 
して < ださい。 


IP アドレス 



2枚目の N に ( LAN ポート2(内部 LAN )) に割り振る IP アドレスを措定してください。 

サブネットマスク 

2枚目の N に ( LAN ポート2(内部 LAN )) じ割り振るサブネットマスクを指走してくださ 
い。 


オプションの1000 BASE - SX 接続ボード ( N 8104-109)、または1 000 BASE - T 接続ボード 
( N 8 104-115) を使用する場合のインターフェース設定は，初期導人設定をシステムに反巧し 
た後 、 Management Console か6巧います 。 Management Console 一[システム]アイコン 
^[ネットワーク]ーインターフェースで rethU を設定してください。 

増設したオプションボードを負荷分散の転をポートで使用する場合は 、 Management 
Console イシステムヴイコンイ LB 基本設赶で設を変更を行ってください。 

詳細は Management Console のオンラインマニュアルを参照して操作してください。 
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システム構成設定画面 

本装置では，耐障害性に優れたクラスタ環 
境を構築することができます。ご利用お態 
に合わせて設をしてください。 

本装置2台でフェイルオーバ型クラスタ構 
成(二重化）にする場合は一方を[コーディ 
ネータ]、もう一方を[バックアップコー 
ディネータ]として違がしてください。 

1台で構成する場合は、[コーディネータ] 
を選択して < ださい。 


interSec LB 巧巧当入 i 诏ツール 


六ィルのヘルプお〉 

_ _ _ ;せま目 (7. _ —.. 

巧当すミサ叫 i 樓ま目のを进巧してくだみ，。 


广パックアッブコーディネータ 


巧目を入力したろ r; 失へ化) >j を} fu てください 


く房る®」 [ ホへ泊〉> 


ホンたル」 


冗長構成設定画面 

本装置をフェイルオーバ型クラスタ構成 
(二重化)にする場合、本装置の死ミ舌監視を 
冗長構成にすることができます。 

本装置を二重化しない、または、二重化す 
るが死活監視を冗長構成にしない場合は、 
[二重化しない、または二重化するが冗長 
構成を使用しない。 ] を選択して<ださ 
い。 

2枚目の LAN を使用する場合はに枚目の 
LAN を使用する。]、 RS -232 C を使用ずる 
場合は [ RS -232 C を使用する。]、両方使 
巧ずる場合はにあ目の LAN と RS -232 C の 
両方を使用する。 ] を違がしてください。 


な I 化产•ホ^口, 


フ7イルのヘルプお〉 


本窝宝をフ X イル 3 —バおの二重化巧がIこすが 8 さ、巧まお巧を冗長巧ぶIこすることができ 
梗^'する巧爲ぞ进巧してな:を、 


巧堅ミ化じなて-まだほ =董化す る 巧冗長巧 规ま巧用:なて 1 
r 2巧目の LAN をほ用する。 

广巧-2320ぞほ巧する。 

广2巧目のけ化巧-2320の巧ちをほ巧す5>〇 


巧目を入力したら「みへの) >J 巧んてくださし、 

I <房る巧.） ] ーホへ也) >」ーキャンたル」 


r システム構成設定」と r 冗長構成設定」は 、 Management Console の「システム」アイ〕ン- 
n 巨基本設定」で変更できます。 


システムのセットアップ 
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システムのセツトアツ 


初期導入設定ツールで作成した r 初期導入設定用ディスク」を使用して、短時園で初期状態へ 
のセットアップができます。 

セットアップの手順 

以下の手順でセットアップをします。 

I; 正しくセットアップできないときは、次ぺージ、および7章を参照してくださし、。 

rEvF] 


1 . 本体の LAN ポートにネットワークケーブルが接続されていることを磕認する。 


0 

\ 

目淵。 

UUUUUUUUUUUUUUU4((x))l UUU 

佩 000000000000000^^00 
〇 000000000000000000000 

, ( - J 1( J 

L» —1| _ _ ■ ド。， 

1@) 口 |。11^1 

00 〕 國 回 000000000000000000000000 
00 000000000000000000000000 


LAN ポ ー ト1 


LAN ポート2 


2 . 前述の r 初期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを3.己 
インチフ □、ソ ピー ディ スクドライブ(こ 
セットする 0 

3. 本体前面の POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが点灯しまず。 

しば6くずると、初期導入設定巧ディス 
クから設定情報を読み取り、自動的に 
セットアップを進めまず。2〜3分ほどで 
セツトアップが完了します。 



POWER スイッチ 


以上でシステムのセツトアップは完了しました。 


— _〇 セットアップの完了び確認でをた5セットした初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディス 
區重司 クドライブか5取り出して大切に保管してください。再セツトアップの時に再利用ずること 
がでさまず。 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴6すことでお客様に異常を巧6せ 
ます（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消灯)になります)。正常にセットアップが完了し 
なかった場合は、巧期導人設を用ディスクに書き化される□グファイル nogging . txt 」 の内容 
をコンピュータの r メモ帳」などのツールを使って磕認し> 再度初期導人設定ツールを使用し 
て初期導入設定用ディスクを作成し直してください。 

< 主な □ グの出力例 > 

■ rnfocompleted 」 

一正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change 」 

-初期導入設をツールを使って再度作成せずに > 一度セットアップに使届した初期導 
入設定用ディスクを再巧届した場合に表示されます(設定は反巧されません)。 

■「Cannot get authentication: root 」 

- 巧期導入設定届ディスク中のパスワードの指をじ誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

- 巧期導人設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.autj 

- 初期導人設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説 S 月しています。 


システムのセットアップ 
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負荷分散擇境の構築 



Management Console より [ LoadBalancer ] アイコンを逞択すると W 下の画面を表示しま 
す。をメニューには[ヘルプ]がありますので、設を項目などの詳細はそちらを参照してくだ 
さし、。 


• 上部メニュー 

一 システム情報 

LoadBalancer の設定や状態表示を巧います。上図は LoadBalancer を二重化したと 
きの構成例でず（システム情報の詳細じついては、61ページの r コーディネータ設定 
項目の説明」を参照して < ださい）。 

また、死活監視メディアには、じ(下の状態がありまず。 

設定済み： [ Active ] 通常状態(グリーンで表示） 

[ Down ] ダウン状態（ピンクで表示） 

未使用： 一 未使用状態(グレーで表示） 

ーグループ追化 

分散グループの追力□を行います。 

-バックアップ 

設をされている情報のバックアップや□ー ド、クリアを行います。 

ー モニタ情報 

LoadBalancer の分散状態や統計情報を表示します。 

一監視 / a 報 

Loa 祀 alancer の監視/通報磯能の設定を行いまず。 

ーヘルプ 

本装置の概要や環境構築方法についてのオンラインマニュアルです。 

• 左側表示欄 

設定されている分散グループを表示します。 

• 中央表示欄 

上部メニューの違択じ応じた表示領域です。 


已〇 


















負荷分散環境の構築手順 


1分散ノードの設定を斤います。 （ r 分散ノード側の設定」を参照してください。） 

[ LB の分散ノード運用ち法] 

LB の分散ノー ドには2つの運用ちまがあります。 

1. 分散ノードにエージェントモジュールをインストールし、 CPU 負荷分散をはじめき 
め細かな運届を行うちま 

2. 分散ノードにエージェントモジュールをインストールせずに、分散ノード側には最 
ほ限の設定のみ行う方法 

「1」の運用ち法では> CPU 負荷の分散機能、分散ノードの自動認識、コンテンツデリ 
バリ機能が利用巧能です。一方、分散ノード側にエージェントモジュールをインス 
トールしたくない場合は「2」の運用方法になります。 

分散ノード側へのエージェントモジュールのインストール、およびエージェントモ 
ジュールをインス I -ールしない設をのみの具体的なちまは r 分散ノー ド側の設定」を 
参照してください。 

2負荷分散を行うグループの追力□設定を行います t グループ登録」を参照してください）。 

3設定した負荷分散グループに所属させる分散ノードの追力□設定を巧います （ r 分散ノード 
の登録」を参照してください）。 

(構築例） 

Management Console に接続し、 [ Loa 祀 alancer ] アイコンをクリックし、左のツリー 
からグループを還択すると以下のような画面が表示されます。 Web サーバ固を化の i - 
mode HTML による設定で、そのグループには分散ノードが2台ある構成例です。 

設定後の情報は t (下のようになりまず。 
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基本となる負荷分散方式 


• ラウンド□ビン ( IT ) 

分散ノー ドはすべて対等としてあわれ> クライアントか6の要ホを分散ノードに順番に 
割り当てます。 

• 最小コネクション ( Ic ) 

接続された要求数 ( TCP コネクション数)の最もかない分散ノードに，クライアントか5 
の要求を割り当てます。 

• 重み付けラウンド□ビン ( WIT ) 、重み付け最ルコネクション ( WiC ) 


「重み付けラウンド□ビン ( wrr )」 と r 重みがけ最小コネクション ( wl 幻」のを分散ち式では、 
分散ノードの CPU 負荷に応じた動的重み付けを違ができます。このとき、分散ち式には 
wrr は wire 、 wIc は wicc と表示されます。 


H -0 • -つの分勘グループでいずれか一つの分勘方式を遇択しまず。 

• 異なるグループでは異なる分勘方式の還巧が巧能でず。 

• r 重み付けラウンド□ビン ( wrr ) J と r 重み付け最ルコネクション ( wIc )」 のさ分散方式にお 
しに巧散ノードの CPU 負荷に応じて動的に重み付けを変更ずる機能が還択できまず。 


CPU 負荷による動的重み付け 


本装置は，分散ノードの CPU 負荷により動的に重み付けを自動更新する機能をサポートして 
います。これを利用することで、 CPU 負荷のほい分散ノードに優先的に振り分けることが 
できまず。 

CPU 負荷による動的重み付け機能を使用する場合は、分散ノー ドエージエントモジュールの 
組み込みがみ要です。モジュールを組み込まなかった場合は> 分散ノードステータスが 
「 Disable 」 となり、重み付け「1」の状態で分散されます。 


分散ノー ド固定化機能の利用 

要求元クライアントの IP アドレスじよる固を化が行えます。要ホ元クライアントの IP アド 
レスによる固を化には、さ6に2つの設をち法があります。 

• クライアント個別 

要求元クライアント （ IP アドレス）単位に、分散ノードの固を化を行います。分散ノード 
の決定は負荷分散ちまに従います。 

• クライアント IP 

名■分散ノードで受け付けるクライアントの IP アドレスを指鼠個別と範囲指定があります） 
することにより、分散ノードの固を化を行います。 
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この機能を利用することにより、 SSL や CooWe などクライアントか6の接続の維持があ、要な 
場合に活用することができます。 

クライアントとのコネクションが切断された後も，指定した維持時闇巧にアクセスが発生す 
ると、同じサーバに振り分けられます。デフォルトのセッション維持時闇は5分です。 

SSL を利用する場合の設定は負荷分散グループの設定時に SSL ポートの指をおよびサーバ固 
定時圍を設をすることで機能しまず。 

Cookie を利用する場合の設をは、 http の負荷分散グループの設定時にサーバ固を時閨を設を 
することで機能します。 

なお、 SSL の設定を巧った場合は Cookie での設をはお要ありません。 

ftp の場合も同様に、 ftp の負荷分散グループの設定時にサーバ固を時聞を設定することで機 
能します。 


Web サーバ固定化機能の利用 

本装置では Web サーバを分散ノー ドとする場合に、3つのタイプの固を化が行えまず。 

• URL 

分散ノード ( web サーバ）において、受け付ける URL のパターンを設をすることにより分 
散先を固を化することができます。 URL パターンの指赶こは、 URL 、 ディレクトリ、拡 
おすの3つがぁリます。 

• i-mode HTML 

is - ド端末か5リクエストを最巧のリクエストで分散したノードに固を化する機能で 
す。 

• クライアントタイプ 

要求元のクライアントが i モード端末かそれ t (か(一般の PC など)かにより分散先を固を化 
ずる磯能です。 


分散ノー ドの待機系機能の利用 

本装置では、分散ノードを待機系として設定することができます。通常運庙系として利巧す 
るノー ドと違い、通常は分散対象にはな5ない待機ノードです。 

待機系の分散ノー ドは> 設定時に運用系のノー ド数を設をし運用系のノー ドがその設をした 
数になると分散対まに力□え6れます。また、運用系ノードの数が設をした数よりをくなる 
と、待機系に戻ります。 
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グループ登録 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリ 、ソク し、[グループ追抽 
をクリ 、ソク して分散グループを登録します。グループには2 つの 設定ちまがあります。 

• グループ 簡易設定 

グループ名、仮想 IP アドレス、か散タイプの最低限の指をで分散グループが設定できまず。 

• グループ 詳細設定 

グループ簡易設定の設定項目 t (かに、ノード自動認識、プ□トコル、ポート番号、固走 
化などの詳細な設をができます。 


グループ簡易設定 

W 下は，グループ簡易設定の画面です。 



グループ簡易設を項目の説明をします。 

• グループ名 

負荷分散を巧うグループとしてユニークな名称を設定してください。文字は、アルファ 
ベット ( A 〜 Z 、 a 〜 Z )、 数字の〜9)、記号しと-)を使用し、63文字 t (内で記述します。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループに割り当てる仮想的な IP アドレスを設走してください。クライ 
アントか6のアクセスはこの仮想 IP で行われまず。 

• 分散タイプ 

負荷分散を行うタイプを設走して<ださい。 W 下の Web , SS し Web + SSL ， All からひと 
つを選びます。 

Web : HTTP ( TCP :80) ポートを負荷分散します。 

SSL : SSL ( TCP :443) ポートを負荷分散します。 

Web + SSL : HTTP ( TCP :80) ポートと HTTPS ( TCP :443) ポートを負荷分散します。 
All : 下〇ドプ〇トコルのをポートを負荷分散します。 

上記 W 外は規を値として、分散ち式「ラウンドロビン」、固定化方式 r クライアント個別」が設 
をされます。簡易設定を行った後は分散方まと固走化時園の設定変更ができます。 

| -~〇 グループ簡易設定では、分散ノード自動認識び有効になりまず。分■散ノードエージェントモ 
胃司 ジュールを組み込んだ巧散ノードを自動的に本グループに設定しまず。 
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グループ詳細設定 

と rF は，グループ詳細設定の画面です。 


ノード自の贾3 

巧用する C 巧用しない 
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拓运 1P アドレス J 

プ a トゴレ 


ポート•を 

CSh か广 Range 广 All 广 Mu け i|B0 
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CPU 目巧による圭みけけ 

なラ〇ンドロビンわ） 

a 小コネクン a ン化） 

まみ付!ブラウンド□ビン 

宝み怖ブ最小コネクシ3ン Wc) 

■ ほ巧す5 f ほ用しない 


ほ用 
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分宙ノード固を化 

ち巧 

广 クライアントの則 

广 クライアントのアドレス 


ほ用 

1- するなし R い 1 权 

Web サーバ固定化 

モ式 

* URL 

( 1-mode HTML 

广クライ7ントタイブ 

IS ち J 

キ<•ン它ル t 


グループ詳細設定項目の説 B 月をします。 

• グループ名 

負荷分散を行うグループとしてユニークなを称を設定してください。文字は、アルファ 
べット A 〜 Z 、 a 〜 Z )、 英数字の〜9)、記号しと -) を使用し63文字 t (内で記述します。 

• ノード自動認識 

分散ノー ドエージェントモジュールをインストールしたノードをお化し、本グループに 
自動追力□する機能を使用するかどうかの設定でず。本機能を使用ずる場合、自動認識し 
た分散ノードに対して TCP ポートのヘルスチェックを行うか指をできまず。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループに割り当てる仮想的な IP アドレスを設定してください。クライ 
アントか6のアクセスはこの仮想 IP で行われまず。 DNS を利用する場合は、 DNS サーバ 
にこの仮想 IP アドレスに対応するドメインをを設定します。 

• プ□トコル 

負荷分散を巧う通信プロトコルを違択します。 

• ポー ト番号 

負荷分散を行う IP 通信のポート番号を設をしてください。下の Single , Range 、 All , 
Multi か6ひとつを逞びます。 

Single :単ーポートへのアクセスの場合はに ingle ] を運がし、そのポート番号を設をし 
まず。 

Range :使巧するポート番号の範囲を指をする場合は [ Range ] を還択し、そのポート番 
号の範囲を1024 -2048 のように[- ] で区切って設をします。範囲を複数個 
指定する場合は 1 024- 1124: 1 1加- 1 300のように [ : ] で区切ります。 

All : ずべてのポートを使用する場合は [ All ] を還がしまず。 

Multi : http と https ( SSL ) のように複数のポートを同時に使用する場合は [ Multi ] を違択 

し' ポート番号を80:433のように[:]で区切って設定します。更に、80:443: 
1024 -1500 のようにポートのレンジ指をも同時に設定できます。 
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• 分散ち式 

負荷分散の方式を達択して<ださい。 

ラウンド□ビン (r「） ： 分散先のサーバーを順番に違択して分散を巧いま 

す。 

最ルコネクション ( Ic ) : 分散先のサーパーで実行しているコネクションが一 

番かないサーバに分散を行います。 

重み付けラウンド□ビン ( wrr ） ： 分散ノードに重み付けを斤い，その重み付けによる 

ラウンド□ビン分散を巧います。 

重み付け最小コネクション ( wl 幻：分散ノードに重み付けを巧い，その重み付けじよる 

最ルコネクション分散を巧います。 

• CPU 負卸こよる重み付け 

分散ノードの CPU 負荷による動的重み付けを行う場合は、[する]を選択します。なお、 
本設定は分散方式で[重み付けラウンド□ビン ( wrr )] または[重み付け最ルコネクション 
( wl 幻]を選択した場合に有タカになります。 

• 分散ノード固定化 

クライアントが接続する分散ノードを固をしたい場合には r する」を違択します。固を化 
はクライアントの ソース IP アドレスを識別して巧われまず。 

SSL や Cookie または ftp のようなプロトコルを使用する場合は分散ノードを固を化するあ 
要がありますので r する」を選択します。 

分散ノー ドの固を化で r する」を違択した場合は、その固を時園を 120-86400 秒の園で 
設定するか要があります。固を時闇は、クライアントか6アクセスが無くなってか6ク 
ライアントと分散ノードの届信パスを維持しておくための時闇です。 

1 —0 ポートを号で旧 in 邑 le ] ながを還択した場合は、必ず使用 r ずる」になりまず。また、ポー 
卜ま号で旧 in 邑 le ] を還択した場合の分敌ノードの固定化と Web ヴーバの固定化は排他に 
なりまず。 

「する」を違択した場合、 W 下の固を化方式を選択します。 

クライアント個別： クライアントごとに分散方まにしたがって固を化す 

る分散ノードをまをします。 

クライアント IP アドレス： 分散ノードに固定化するクライアントのソース IP ア 

ドレスを指をします。指をかクライアントからのリ 
クエストは，分散グループを体で分散され，いずれ 
かで固を化されます。ソース IP アドレスが複数の分 
散ノードで重複ずる場合は> 分散方まが適用されま 
す。 
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• Web サーバ固定化 

分散対象として Web サーバを固定化したい場合には r する」を違択します。 Web サーバの 
固定化では、 HTTP プ□トコル情報を識別して固を化します。 

Web サーバの固を化で r する」を違択した場合は、その固走時聞を〇〜86400秒の闇で設 
定することができます。固走時聞は、クライアントか6アクセスが無くなってか6クラ 
イアントと Web サーバの通信パスを維持しておくための時聞となりまず。* 

* i-mode HTML の場合は時間設をはありません。 

ポート番号でに ingle ] を還択し、分散ノードの固を化を「しない」に設定した場合に Web 
サーバ固を化の r する」 / r しない」を達択できます。 

「する」を選択した場合、と J 下の固を化ちまを還択します。 

URL : 


i-mode HTML : 


クライアントタイプ： 


Management Console の 
[ LoadBalancer ] アイコンを還択 
し、左のツリーじある登録ミ斉みグ 
ループをクリックします。分散グ 
ループの情報画面が表示されま 


す。 

分散グループ 

[変更]ボタン： 

グループの設定内容を変更します。 

[削除]ボタン： 

グループの削除を行います。 

[追力日]ボタン： 

グループじ分散ノー ドの追力□を行います。 

状態 

Using : 

正常状態です。 

Deleted : 

何6かの原因で設走が壊れた状態である ため、ぃっ たん分散グ 
ループを削除し設定しなおす力\セーブした設を情報を□ー ドし 
て設定をやり直してください。 

Distributing : 

コンテンツデリバリ機能の函信美斤中です。 

Distributing Error : 

コンテンツデリバリ機能の配信に失敗しました。 


HTTP リクエストに含まれる URL 情報により分散 
ノードを固を化します。固を化時聞を0にした場合 
は、分散のみで固を化されません。 

i モードコンテンツに分散ノー ドに固有の情報を付 
出し，コンテンツのリンク先を表示する場合は固を 
化されます。このちまでは、固定化時闇に関係な< 
固定化されます。 

HTTP リク エス トじ含まれる URL 情報で i モード携 
帯端末とそれと J か ( PC など)を識別し、それぞれの 
コンテンツが格納されたサーバに分散され固を化し 
ます。固定化時聞を0にした場合は、分散のみで固 
を化されません。 
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分散ノー ドの登録 

本装置の Management Console の [ LoadBalancer ] アイコンを選択し、左のツリーにある登 
録済みグループをクリックします。分散グループ情報画面から[追畑をクリックして、分散 
ノードを登録します。 


9 巧ヴ ルー ブ 


ヴルーブをノード白め置 3* ヘルスチュックブロトコル巧适 1 P アドレスボート#号か宙方式固ま均田固を化モまが追 
WWW _モほ用 _-_ TCP _192.168 .2.3 一 80 _ wicc _0 _ none Using 


ノードを 

サ叫巧イブ 

IP アドレス 

ヘルスチエック 

ウ: L イト值 

扶追 

コマンド " 


1 


r 



巧止」再 P 月1 を更1肖り除 J 

mgCn 6 

Imux 

192.168 .2.66 

pin6,tcpport：80 

1 100 

Active 

巧止 1 SP 月 1 _更更」_肖 1 聯 J 

わ抑 7 

国 

192.168 .2.77 

ping,tcpport：80 

匡 

Disable 

偉止」再閉1 で更1肖リ除 j 


• ノード名 

分散ノードのサーバを (63 文字 t (内)を入力して<ださい。使用可能な文字は、アルファ 
ベ、ソト ( A - Z , a - z )、 巧数字の-9)、記号し，- ) です。 

• サーパ種別 

運用系か待機系かを選択します。待機系を選択した場合は、残り何台になった6運用系 
じ遷移するかの台数を指をします。 

• 仮想 IP アドレス 

登録する分散グループの仮想 IP アドレスです。 

• 分散ノードの IP アドレス 

分散ノー ドの実 IP アドレスを入力します。 

• クライアント IP (固定化ちまにクライアント IP を指定した場合のみ） 

名■分散ノードが処理の対象とするクライアントの IP アドレスを指をします。[変更]で削 
除(クリア)します。 

• URL 個定化ち法に URL を指定した場合のみ） 

URL のルールを指をします。ルールには URL , ディレクトリ、拡張すの3つがありま 
す。複数ルールに該当するリク エス トは、 URL ーディレクトリ^お張すの順で判断しま 
す。 URU レールの記述の際には http :// をがけて指をします。また、大文字/ル文字は 
区別されます。座見で削齢クリア)します。 URL のルールに指を巧能な文字は rA - Z ， a - 
Z, 0-9,- ，一#，/义し)風$」です。 

• クライアントタイプ個定化ち法口- mode HTML を指定した場合のみ） 

i - mode か PC かを還択しまず。 

• ゥ1イト値 

グループ登録時の分散ち式の設定で r 重み付けラウンド □ ビン」または r 重み付け最小コネ 
クシヨン」を達択した場合のみ設定できまず。 CPU 負荷による動的重みがけを巧う場合は 
自動設をとなりますので 、 Dynamic Weight と表示されまず。 

H; ウIイト値は全み散ノードと当該み散ノードに割り当てるウIイト比をとして設をす 
ると分散の目まとなります。 

例えば3台の Web サーバへの々散において、それぞれのマシンの CPU 周ぶ致が、 
400MHz, 600 MHz, 800 MHz の場合、単純に CPU パワーの差を処理能力とすると、ウェ 
イト値は4:6:8という設をで800 MHz のマシンが一番優ホをの高い々散かをとなりま 
す。 
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• ヘルスチェック 

Ping , TCP Port , http か 5 違がします。複数個の選択もできます。 

ping ； 分散ノードにに MP _ ECHO_REQUEST を送り、に MP _ ECHO_REPLY がお 
るかをチェックします。 

TCP Port :指をしたポート番号で通信ができるかをチェックします。 

http : 指をした URL に GET リクエストをりレスポンスがあるかをチェックします。 

分散ノー ドのダウン檢化は、違択されている方まのうちいずれか一つでも応答がない場 

合に [ DOWN ] としまず。 

• ヴーパ タイプ 

分散ノードの 0 S タイプを表し、 linux / winnt / win 2 k / win 2 k 3 /solaris があります。 

linux : Express 朗〇 0/ MailWebServer > MW シリーズまたは Linux です。 

winnt : WindowsNT 4.0 です。 

win 2 k : Windows 2000です。 

win 2 k 3: Windows Server 2003です。 

Solaris ： SolarisS です 0 

• 状態 

Active のみ分散対まとなります。それかの状態は分散対まか5除かされます。 

Active : 正常巧態でず。 

Deactive :[停止]で停止された状態です。 

Standby : 待機系に設をした分散ノー ドが待機の状態です。 

Distributing :コンテンツ配信機能が分散ノードへコンテンツを图信中でず。 

Down : 分散ノー ドがダウンしている状態です。分散ノー ドの電源がお入されてい 

ないか、ネットワーク機器等の異常や分散ノード側のサーバ稼動状態に異 
常が発生している場合がありまずので接続機器や分散ノード側の Web サー 
バ等の稼動状況のお認を行ってください。また、ネットワーク機器や分散 
ノードに異常がない時に、この状態が一時的に表示される場合は、ネット 
ワークの高負荷や分散ノー ドが高負荷状態になっている場合がありますの 
で、モニタでお認のうえコーディネータの[設定]で r ヘルスチェック」(分散 
ノー ド側)の時闇設定を大きくして改善するかをお認してください。 

Deleted : 設定が正しく行われていない状態です。ネットワーク機器の異常やネット 

ワークの高負荷じより発生する場合がありますので、接続機器や負荷状ミ兄 
等をお認してください。復旧しない場合は，何6かの原因で設を内容が 
壊れている場合がありま すので 、一旦設定の削除を巧い再度設定をしなお 
ずか、セーブした設を情報を□ー ドして設ををやり直して<ださい。 
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Disable : 分散ノードとの通信が正常でないため、 CPU 負荷じよる動的な重み付けが 

できない状態です。分散ノードを追出した時じこの状態になる場合は> 分 
散ノー ドにエージェントモジュールが組み込まれていないか，正常に動作 
していないかです。分散ノー ドにエージェントモジュールを組み込むか、 
マシンの再起動をしてください。運用中じこの状態じなる場合は，ネット 
ワークの負荷等により分散ノードか6の情報が取得できていなしづ易合があ 
ります。コーデイネータの[設を]で「ヘルスチェック ( Loa 祀 alancer )」 の 
時闇と回数を大きくして状ミ兄が改善するか確認して < ださい。 

DistriDuting 

Error : コンテンツデリバリ機能がコンテンツ配信に失敗しました。手動で再実行 

ずるか、設をを見直して再度設をしてください。 


• [停止]ボタン 

分散ノー ドへの負荷分散を停止します。 

• [再開]ボタン 

停止していた分散ノー ドへの負荷分散を再開します。 

• [変更]ボタン 

分散ノー ドへの設定内容を変更します。 

• 悄 ij 除]ボタン 

グループか6分散ノードを削除します。 


分散ノー ドの切り離し/復旧について 

メンテナンスが必、要な分散ノードはじ(下の手順で切り離し/復旧が巧えます。 

1. メンテナンスが'必要な分散ノードを[停止]させる。 

2. 分散ノードをメンテナンスずる。 

3. 分散ノードを負荷分散環境に接続ずる。 

4. 該当の分散ノードを[再開]する。 

分散ノードを再インストールする場合は、該当ずる分散ノードをグループから、いったん悄 U 
除]し、再インストールが完了後、分散ノードを負荷分散環境に接続した際、グループに分 
散ノードの[追化]を行ってください、 

II ン 分散ノードにエージェントモジュールが組み込まれ、ノード自動認識が有効の場合は、ノー 
ドを削除しても自動で追加されまずので、自動認識を未使用にしてから巧ってください。 
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コーディネータ設定項目の説明 

[システム情報]で設を情報を表示させ，[設定]をクリ、ソクすると設を情報の変更ができま 
ず。 

• □グ採取期間 

□グを探取する量を曰単位で設をします。デフォルトは1日です。探取量を旧とした場合、 
□グは24時闇経過した時点でファイルの始めから探取されます。□グのサイズは状況により 
変化します。 

• ヘルスチェック （ LoadBalancer ) 

コーディネータとバックアップコーディネータ圍の死活監視聞隔とフェイルオーバーを 
開始するまでの試行回数を設をできまず。闇隔は 1-300 秒、回数は1~3まで設定でき 
ます。デフォルトは閨隔が10秒、回数が2回です。 

• ヘルスチェック(分散ノード） 

分散ノードをヘルスチェックする聞隔とダウンを検化するまでの試行回数を設定できま 
す。圍励ま1〜300秒、回数は1~3まで設定できます。デフォルトは圍隔が10秒、回数 
が2回です。 

• CPU 負荷による重み付けの変更間隔 

分散ノー ドの CPU 負荷情報をコーディネータが取得する闇隔を 1-120 秒で設定できま 
す。デフォルトは2秒です。 

• モニタ更新間隔 

モニタで採取するデータの更新聞隔を1~1〇秒で設定しまず。デフォルトは2秒です。 

• HTTP ヘルスチェック 

HTTP ヘルスチェックに関する詳細設をです。 

タイムアウト値： 

対まサーバへの HTTP ポート接続待ち、および 、 HTTP GET 要求の応答待ち時闇で 
す。デフォルトは1秒です。1秒〜60秒の闇で設をできます。 

HTTP レベルの無応答は分散ノードダウンとする： 

HTTP ヘルスチェックでは 、 HTTP GET 要求に正常ステータス W かを受信した場合 
にサーバをダウンとします。本設定は ， HTTP G 口要ホがタイムアウト （ HTTP 無応 
答）し，ステータスが受信できなかった場合にサーバをダウンにするかどうかを設を 
します。 
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• □グレベル 

コーディネータでな取する□グ情報のレベルを設定しまず。□グは、障害時の解析デー 
夕として利用します。 

レベル1:起動> 停止、分散ノードダウン、フエ-ルオーバーなど基本的なイベントと， 
エラー情報をな取します。 

レベル2 :レベル1に力□え警告レベルの情報を巧取しまず。 

レベル3 :レベル2に力□えモジュールのデバッグ情報をな取しまず。障害時等に解析のた 
め一時的に使届します。この設をを斤うと CPU 負荷が高くなりレスポンスが 
劣化する場合がありますので届常は設定しないでください。 


設定情報の保巧と復旧 

[バックアップ]をクリックずると 「設を情報 ノ X 、ソクアッ プ」画面にじ(下の メニ ューが表示さ 
れます。 

• 設定情報のセーブ 

LB 30 Oc の設封青報をファイルにセーブします。設定情報ファイルは、ブラウザを介して 
ダウン□—ドされます。ファイルをは riplbinfo . zip 」 です。 

• 設定情報の□ード 

セーブした設定情報を□-ドします。ブラウザを介して設封青報を LB 300 C にアップ □- 
ドします。 

• 全ての設定情報のクリア 

LB 30 Oc に設定している情報をすべてクリアします。 

• システム詳細情報のセーブ 

LB 30 Oc のシステム詳細情報をファイルじセーブします。本データは障害調査などに使用 
します。システム詳細情報ファイルは、ブラウザを介してダウン□-ドされます。ファ 
イル名は rib 4- ud . zip 」 です。 

W -0 設定情報ファイルを採取ずる際、ブラウザが IE な5ばセキユ U ティモードをレベル1な下に 
しないと採取できまはんので、セキユリティモードをレベル U こ変更してか5採取を巧って 
ください。 

なお、セキユ U ティモードレベルの変更をに r 設定」ボタンをクリックずると、「設定を、 
ManagementConsole ヴ ー /(の再起動を行いまず。よろしいでずか？」と確認してきま 
ず。この再起動では負荷分融サービスは停止しませんので OK ボタンを巧してください。数 
巧を r 再接続 J をク U ックずればセキュ U ティモードレべルの変更は終了でず。 
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LoadBalancer モニタ 

[モニタ情報]をクリックずると、分散状態や統計情報を表示します C 


Group：«eb3 Virtual IP：192-1 M.0.3 ProtocohTCP Method:—Ic 

Server IP address Status Vfeieht Paekets/see Bvtes/tec TCP Rea/sec 

Persislence：0 

CPU Status 


ve 巧 192.168瓜抗 Act 

ver3 192 .け 8.0 .的 Act 

verl 192.1丘 8.0 .の Act 

ver2 192.16 8.0 .捉 Act 

ve 22 1098 胡日 77 巧 

ve 31 3521 185028 233 

ve 22 296 14737 14 

ve 35 8286 438821 的 7 

■ 

■ 

■ 


LoadfelancerCPU btati 百 


なか巧巧友モ11ヴルーブぜ巧 J 


[統計情報表示]ボクン 
負荷分散グループの統計情報履歴 
を表示します(次ページ参照)。 


[グループ選択]リストから 
は統計情報を表示する負荷か 
散グループを選択できます。 


Group 
Virtual IP 
Protocol 
Method 
Persistence 
Server 
IP address 
Status 

Weight 

Packets/sec 

Bytes/sec 

TCP Req/sec 

CPU Status 


負荷分散グループをです。最大 14 立字まで表示されます。 
負荷分散グループの仮想 IP アドレスです。 

負荷分散を行う通信プ〇トコルです。 

負荷分散方式でず。 

分散ノード固を化時闇です。 

分散ノード名です。最大9で字まで表示されます。 

分散ノードの IP アドレスです。 

分散ノー ドの状態でず。詳細は分散ノー ドの r 状態」項目を参 
照して < ださい (59 ページ)。 

分散ノー ドに設定された重み付けでず。 

分散ノードに送信した1秒間当たりのパケット数です。グラ 
フは20,000パケット/秒を最大値とした目安です。 

分散ノードに送信した1秒間当たりのバイト数です。グラフ 
は 10 M バイト/秒を最大値とした目安でず。 

分散ノードに送信した1秒闇当たりの TCP コネクション接続 
要求数です。グラフは2,000リクエスト/秒を最大値とした 
目安です。 

分散ノードの CPU 使用率です。分散ノードエージエントモ 
ジュールを組み化んだ場合に表示巧能です。 


LoadBalancer CPU Status 本装置の CPU 使用率です。 
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統計情報グラフ画面の説明 



区 oomin ] は、グラフのスケールを化大しまず。グラフ縱軸の数値はスケールにより変化し 
ます。 

[Zoom out ] は、グラフのスケールを縮かします。グラフ維軸の数値はスケールじより変化 
します。 


プルダウンメニューから表示ずる統計情報を選択します。 


Packets : 

Bytes : 

TCP Requests : 


負荷分散によって分散ノー ドに転送したパケット数合計 

負荷分散によって分散ノードに転送したバイト数合計 

負荷分散によつて分散ノー ドに転をした TCP コネクション接続要求数 
合計 


プルダウンメニューから表示するグラフタイプを還がします。 

Line Graph : 統計情報をおれ綜グラフで表示します。ホのラインは負荷分散グルー 

プ全体の統計を表します。 

Bar Graph : 統計情報を棒グラフで表示します。負荷分散グループ全体(ホのライ 

ン）と分散ノー ドが比較できます。 


プルダウンメニューか6表示ずる期闇を還択します。 

Month : 過去30日の統計情報を1日単位で表示しまず。グラフのを値は、0時か 

ら次の0時(最新の傾ま0時か6現時点)までの統計です。 

Day : 過去24時聞の統計情報を1時聞単位表示します。グラフの各値は、正 

時か6次の正時(最おの値は前の正時から現時点)までの統計です。 


LoadBalancer 監視/通報の設定 

Management Console に接続し、 [ Loa 祀 alancer ] アイコン^ [ Loa 祀 alancer 監視/通制 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 




プロ坛ス»巧ち a 


ク iiw 

ぶなしない 


分田ノードダウ Es/as 
ン ilS 因 g 


コンテン’: /S 店ブロ t ス 


居巧□ヴま5 
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[設定]をクリックすると、次の画面が表示されまず。 



• プ□セス異常監視と通報 

Loa 祀 alancer プ□セスおよびコンテンツデリバリプ□セスの異常発生の監視とその発生を 
E - mail で通報を斤うかの設封青報です。監視が設定されている場合、 Loa 祀 alancer プ□セス 
およびコンテンツ西信プ□セスの監視を行います。届報が設定されている場合は、 E-mail 
での通報を行います。さらに自動再起動が設をされている場合、 Loa 池 alancer プ□セスお 
よびコンテンツ西信プ□セスの異常をお化すると自動的に復旧を試みまず。 

自動再起動が設定されていない場合は> 手動での再起動となります。自動再起動の設定 
は LoadBalanc げ二重化環境では設定できません。二重化環境において、フェイルオー 
バが発生した場合は、コーディネータ側の LoadBalancer プ□セスは自動的に停止しま 
す。 

■； LoadBalanc がプロセスとは、本装置が負お々散、ノードの管理などを行うためのき用プロ 

セスのことです。 

• ファイル異常監視と通報 

ファイル異常の監視とその発生を E - Mail で届報するかを設走します。監視する場合は、 
ファイル異常を横化すると自動的に復旧を試みます。さ6に、 E - Mail で通報が設定され 
ている場合は、 E - Mail での通報を巧います。 

■； ここでいうファイルとは、本装置の負荷々散設をファイル、 LoadBalanc がプロセスのバイ 
ナリファイルのことです。 

• フェイルオーバの 通報 

フェイルオーバが発生した場合、 E - Mail で通報するかを設をします。 

• フ I イルバックの通報 

フェイルバックが発生した場合、 E - Mail で通報するかを設をします。 

• 分散ノードダウンの通報 

分散ノー ドのダウンをお化した場合、 E - Mail で通報するかを設をします。 

• 監視/通報間隔 

デフォルトは1分です。設定可能な乾囲は1〜1.440分です。[単位：分] 
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• E - Mail アドレス 

通報を巧う時の > E-Mail の送信先アドレスです。通報先は2つまで設をできます。 E-Mail 
通報を達択していない場合は表示されません。 

• メールサーバ IP アドレス 

通報において E-Mail を信を行う時に使用するメールサーバの IP アドレスです。 E-Mail 届報 
を違択していない場合は表示されません。 

* E-Mail による届報を巧う場合は，メールサーバが必要です。 

W 下の項目は LoadBalancer の動作状態を表示します。 

• LoadBalancer プ□セス 

LoadBalancer プ□セスの動作状態を表示します(正常動作/停止)。 

• コンテンツデ U バリプ□セス 

コンテンツデリバリプ□セスの動作状態を表示します(正常動作/停止)。 

• プ□セス起動動作 

LoadBalancer プ□セスまたはコンテンツデリバリプ□セスが停止状態の時に表示されま 
す。[停止プ□セス起動]をクリ、ソクすると停止しているプ□セスを再起動します。 

• 監視□グ表示 

[監視□グ表示]をクリックすると、監視□グを表示します。監視□グは□ーテート(それ 
までに記録した□グファイルを退遇して> 新たに□グを記録しはじめること）設定が行 
えます。設をち法じついては、 [LoadBalancer の監視/适報]画面のオンラインヘルプを 
参照してください。 

• 通報試行 

通報試行をチェックした場合は[設定]をクリックした時にテストメールを送信します。 
テストメールのおまは U 下のようじなります。 


Subject : Express 5 册 O/LB 通報テスト 
To : XXX 矮 XXXXX 

From : xxx@xxxxx 自※ To と同一の E-Mail アドレスが指定されます) 
馈巧） 

Express 5800 /L 巨からのテストメールです。 

规巧） 

Express 5800 /L 巨（このテストメールへの返信はできません） 

( EOF ) 


■ 通報メール形式の説明 

E-Mail で通報するメールの形式はじ(下のようになりまず。 


Subject : Express 5800 /LB 通報メール 
To : XXX 矮 XXXXX 

From ; xxx@xxxxx 自※ To と同一の E-Mail アドレスが指定されます) 
馈巧） 

〜メール本文〜 

馈行） 

Express 5800 /LB (この通報メールへの返信はできません） 

( EOF ) 


66 





■ 通報メール内容の説明 
くプ□セス異常が発生した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーパ： 961) でプ□セス異常が発生しました。 

%1は本体の サーバを が入ります。 

くコンテンツ配信プ□セス異常が発生した場合> 

YYYY . MM.DD HH ; MM;SS - LB (サーパ：％1)でコンテンツ配信プ□セス異常が発生しまし 
た。 

%1は本体の サーバを が入りまず。 

くファイル異常が発生した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - L 巨け一八‘： 〇/〇1)でファイル (962) の異常が発生しました。 

は本体のサーバをが人りまず。は異常 I こなったファイルをが入ります。 

くフェイルオーバが発生した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB (サーパ：％1)へフェイルオーパしました。 

961は本体のバックアップサーバ名が入ります。 

くフェイルバックが発生した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーパ：％1)[こフェイルバックしました。 

%1は本体の サーバを が入りまず。 

く分散ノー ドのダウンが発生した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーバ：％1)で分散グループ (962) の分散ノード(％3)のダウン 
をお化しました。 

%1は本体の サーバを が人りまず。％2は分散 グループ をが入ります。963はダウンし 
た分散ノードのサーバをが人ります。 

く L 目30 Oc プ□セスの復旧が完了した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - LB けーパ： 961) でプ□セスの復旧が完了しました。 

運用【こ問題がないか Management Console の LoadBalance 斤ニクで分散状況を確認してくだ 
ぎい。 

%1は本体の サーバを が入ります。 

くコンテンツ配信プ□セスの復旧が完了した場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS - L 巨けーパ：％1)でコンテンツ配信プ□セスの復旧が完了しました。 
運用に問題がないか Management Console の LoadBalance 斤二夕で分散状況を確認してください。 

%1は本体の サーバを が入ります。 
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〈ファ イル異常が発生した隐に自動的に復旧が完了した場合〉 


YYYY.MM.DD HH:MM:SS - L 己けーパ：％1)でファイル(％2)の復旧が完了しました。 

マス々ファイルの内容はリプート後に有巧になります。 

運用に聞題げないか Man 地 ement Console の LoadBalance 斤ニクで分散状巧をあ認して<ださい, 
%1 は本体の サーバ 名が人ります。 ％2 は復旧した ファイル をが入ります。 

く分散ノー ドが復帰した場合〉 


YYYY.MM.DD HH:MM:SS - L 巳けーバ：％ 1) で分散グループ(％2)の分散ノード(％3)の復帰を 
お化しました。 

%1は本体のサーバをが人ります。％2は分散グループ名が入りまず。963は復帰した 
分散ノー ドのサーバをが入ります。 

〈 LB 30 Oc プ□セスの復旧が失敗した場合〉 


YYYY.MM.DD HH:MM:SS - L 日けーバ：％1)でプ□セスの復旧に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 

%1は本体のサーバ名が乂ります。 

〈コンテンツ函信プ□セスの復旧が失敗した場合〉 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS -L 巳(サーバ：％1)でコンテンツ配信プ□セスの復旧に失敗しまし 
た。 

異常を調査して<ださい。 

961は本体のサーバ名が入ります。％2はファイルをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した際の自動復旧が失敗した場合〉 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS -LB けーバ：％1)でファイル(％2)の復旧に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 

%1は本体のサーバ名が人ります。 

<コンテンツデリバリが成功した場合> 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS - グループ％1のイベント％2のコンテンツデリパリが正常終了しました。 
%1 は グループ をが入ります。 ％2 はイベントをが入ります。 

<コンテンツデリバリがイベント取得に失敗した場合> 

YYYY.MM.DD HH:MM:SS - グループ ％1 のイベント％2は取得に失敗しました。 

異南を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 
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〈コンテンツデリバリが失敗しコンテンツの同期がとれていない場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ〇/〇1のイベント％2は配信に失敗しました。 

分散ノードは同期がとれていないコンテンツを公開していまず。原因を取り除いた後，配信 
の巧実行が必要でず。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが失敗し古いコンテンツを公晶している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS - グループ961のイベント％2は配信に失敗しました。 

分散ノー ドはちいコンテンツを公開しています。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループ名が乂リます。％2はイベント名が乂リます。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗しおしいコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ％1のイベント962は縮退配信じち敗しました。 
分散ノー ドは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が人リます。％2はイベント名が人リます。 

〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ％1のイベント962は縮退配信じち敗しました。 
分散ノー ドは縮退状態で古いコンテンツを公晶していまず。 

異常を調査してください。 

%1はグループ名が乂リます。％2はイベントをが乂リます。 

〈コンテンツデリバリが公開中に失敗している場合> 

YYYY . MM.DD HH : MM:SS -グループ％1のイベント962は公開中に失敗しました。 
分散ノー ドのコンテンツ公晶巧況は不明でず。 

異常を調査して<ださい。 

%1はグループ名が乂リます。％2はイベントをが人リます。 

[監ネ見ログ履歴]をクリックすると、監ネ見/通報のログ履歴を表示します。 

rEvn 
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フオーマット 

YYYYMMDDhhmmss : メッセージ 

• 丫丫丫 Y は年、 MM は月、 DD は日、 hh は時闇、 mm は分、 ss は秒が入ります。 

♦ 行頭の印!じついて 

* … sendmail が正常にメール配信しました 
X … sendmai げメール配信に失敗した可能性があります。 

印の後ろにカツ〕付き数字がある場合、 sendmail が返した日 t (外の戻り値を示します。 


メッセージ 


Process error 

プ□セス異萬が発生しました。 

Contents Process error 

コンテンツデリパリプ□セス異常が発生しました。 

File error 961 

ファイル％1の異常が発生しました。 

Fail Over 

フェイルオーバしました。 

Fail Back 

フェイルバックしました。 

L 己 H Down 961962 

分散グループ％1の分散ノード％2のダウンを横化しました。 

Process recover 

プ□セスの復旧が完了しました。運用に問題がないか 
Management Console の LoadBalance 斤二夕で分散状況を磕認 
してください。 

Contents Process recover 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧が完了しました。運用に問題 
がないか Management Console の LoadBalance 斤ニタで分散状 
況を確認してください。 

File recover % 1 

ファイル961の復旧が完了しました。マスタファイルの内容はリブ 
-卜禮じ有効になります。運巧に問題がないか Management 
Console の LoadBalance 斤ニタで分散状況を確認してください。 

L 己 H Recover %! 962 

分散グループ％1の分散ノー ド％2の復帰を横化しました。 

Process recover error 

プ□セスの復旧に失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Process recover error 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧に失敗しました。異常を調査 
してください。 

File recover error % 1 

ファイル％1の復旧に失敗しました。異常を調査してください。 

Contents Delivery Successful 

961962 

グループ％1のイベントグ〇2のコンテンツデリパリが正常終了しま 
した。 

Contents Get error old % 1 %2 

グループ％1のイベント％2は取得に失敗しました。異常を調査し 
て < ださい。 

Contents Distribute error old 96 T 
962 

グループ％1のイベント％2は配信に失敗しました。分散ノードは 
ちいコンテンツを公晶していまず。ま常を調査して<ださい。 

Contents Distribute error 
nosync %1 %2 

グループ％1のイベント％2は配信に失敗しました。分散ノードは 
同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除 
いた後，配信の再実行がか要です。ま常を調査して<ださい。 

Contents Distribute with Switch 
error new 961962 

グループ％1のイベント％2は觸退配信に失敗しました。分散ノー 
ドは縮退が態で新しいコンテンツを公開していまず。異常を調査 
してください。 

Contents Distribute with Switch 
error old 961 %2 

グループ％1のイベント％2は縮退配信じち敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態でちいコンテンツを公開しています。異常を調査し 
て < ださい。 

Contents Switch error % 1 %2 

グループ％1のイベント％2は公開中に失敗しました。分散ノード 
のコンテンツ公開状況は不明です。異常を調査してください。 
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分散ノー ド側の設定 

L 己の分散ノー ドには2つの運用方法がありまず。 

1. 分散ノードにエージェントモジュールをインストールし、 CPU 負荷分散をはじめきめ細 
かな運用を巧う方法 

2. 分散ノードにエージェントモジュールをインス!ルせずに、分散ノード側には最低限 
の設定のみ巧う方法 

「1」の運用ち法では、 CPU 負荷の分散機能、分散ノードの自動認識，コンテンツデリバリ機 
能が利用巧能です。一ち、分散ノード側にエージェントモジュールをインストールしたく 
ない場合は「2」の運用ち法になります。 

分散ノー ドエージェントモジュールが動作可能な 0 S は、 t (下のとおりです。 

• Express 5800 / MailWebServer ' InterSec MW シリーズ 

• Linux(Tu「boLinux . RedHat ) 

• Windows NT 4.0 - Windows 2000 - Windows Server 2003 

• Sola 「 is 8 (SPARC 敝 

負荷分散を巧うのに先立ち > を OS ごとの導入手順を iU 下に示します。 


Express 已 800 /MailWebServer • InterSec MW シリーズ 

■ 王ージェントモジユールをインス!-―ルずる場合 

本装置に添付されているバックアップ CD - ROM 内の専用モジュールを組み込みます。 W 下に 
手順を説 S 月します。 

1. MailWebServer の机 eb Management Console 似下、机 bMC ) にブラウザで管理者として接続す 
る。 

管理者としての接続方法の詳細は、それぞれの装置のマニュアルを参照して<ださい。 

吕.本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を MailWebServer の CD - ROM ドライプにセット 
ずる 0 

3. [パッケージ]アイコンをクリックずる。 

4. [インス I ル]のディレクトリ欄[こ r / mnt / cd 「 om / nec / Linux /99 iplb /」 を入力し、[参照]をク 
リックずる。 

已. 「/ mnt / cd 「 om / nec / Linux /99 iplb / lbhost 4-3. Z 0-1. i 38 目. 「 pm 」 の左じある[追加！]をクリ 、ソク ずる。 

6 . インストール確認が表示されたら [ OK ] をクリックずる。 

7. インス!ル終了後、[システム]アイコンを選択ずる。 

8 . マシンを再起動する。 

J ： 又上でモジュールの組み込みは終了でず。 
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■ エージェントモジュールをインス!ルしない場合 


エージェントモジュールをインス!-ールしない場合は、じ(下の設定が必要でず。下に設を 
手順を説明しまず。 

1 . root 権限で□グインずる。 

2 . ipchains コマンドで!: U 下を実行ずる。 

(書式） ipchains -I input -j REDIRECT [port] -d [ イ MilP] [port] -p 
CprotocoL] 

[ po 門]ニポート番号、[仮想 IP ] 二仮想 IP アドレス、 [ protocol ] ニプロトコルろイプ ( tcp ま 
たは udp ) 

(例）仮想 IP アドレス：192.168.0.254、 http (ポート: 80) の負荷分散の場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 

(ま） グループの設定においてマルチポートの指をを行った場合は、そのポート分の設をを行 

いまず 0 

(例）仮想 IP アドレス：192.168 .0.254, ポート80と443を違択した場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 
ipchains -I input -j REDIRECT 433 -d 192.168.0.254 433 -p tcp 

3. 最後に W 下のコマンドを実行する。 

echo 1 > / p 「 oc / sys / net / ipv 4/ ip _ fo「ward 

(ま）マシンを再起動した場合は再度同様の設定を巧う必要がありまず。 


Linux (RedHat^ TurboLinux) 

■ エージェントモジュールをインス!ルずる場合 

本装置に添がされているバックアップ CD - ROM 内の LoadBalancer 用モジュールを組が込み 
まず。 t (下に手順を説明します。 

1. 本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を分散ノードマシンの CD - ROM ドライブじセット 
する 0 

2. CD - ROM をマウントずる。 

3. [7 mnt / cd 「 om / nec / Linux /99 iplb /」 へカレントディレクトリを変更する。 

4. rpm -i lbhost 4-3.2.0- 1 . i 386.「 pnn を実行ずる。 

己.カレントディレクトリを蛮更し、 CD - ROM をアンマウントする。 

目. CD - ROM を CD - ROM ドライブから取り化ず。 

7. マシンを再起動する。 

W 上でモジュールの組みぶみは終了でず。 


— "〇 ipchains もしくは iptables の〕マンドむ守拥巧目抗照 t 貢が必要でず。 



■ エージェントモジュールをインス!ルしない場合 


エーシェントモシュールをインストールしない場合は、 ipchains 、 または iptables の設定:か 
必要です。下に設定手順を説明します。 


1 . root 権限で□グインする。 

吕.く ipchains 〕 マンドを使巧する場合> 

じ i 下を実行ずる。 

(書 ま） ipchains -I input -j REDIRECT [port] -d [fKilP] [port] -p 

[protoco L] 

[ port ] ニポート番号、[仮想 IP ] 二仮想 IP アドレス、 [ protocol ] ニプ〇トコルタイプ ( tcp ま 
たは udp ) 

(例）仮想 IP アドレス：192.1目8.0.254 、 http (ポート:80)の負荷分散の場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 

(ま） グループの設定においてマルチポートの指定を巧った場合は、そのポート分の設定を巧 

いまず。 

(例）仮想 IP アドレス：192.1目8.0.254、ポート80と443を選択した場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 
ipchains -I input -j REDIRECT 433 -d 192.168.0.254 433 -p tcp 

< ip ね bles 〕 マンドを使用する場合 > 

W 下を実行する。 

(書 ま） iptables -t nat -I PREROUTING -p CprotocoLD -d [fMilP] —dport 

[port] -j REDIRECT --to-ports [port] 

[ port ] ニポート番号、〔仮想 IP ] 二仮想 IP アドレス、 [ protocol ] ニプ□トコルタイプ ( tcp ま 
たは udp ) 

(例）仮想 IP アドレス：192.168 .0.254, h 恥(ポート:80)の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 — 
dport 80 -j REDIRECT --to-ports 80 

(ま） グループの設定においてマルチポートの指定を巧った場合は、そのポート分の設定を巧 

います。 

(例）仮想 IP アドレス：192.168 .0.254, ポート80と443を選択した場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 — 
dport 80 -j REDIRECT --to-ports 80 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 — 
dport 443 -j REDIRECT —to-ports 443 

3. 最後(こ W 下のコマンドを実行ずる。 

echo 1 > / p 「 oc / sys / net / ipv 4/ ip _ f 曰 rward 

(を）マシンを再起動した場含は再度同様の設をを巧う'必要があります。 
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Windows NT 4.0 


■ エージェントモジュールをインス!ルずる場合 

本装置に添がされているバックアップ CD - ROM 内の LoadBalancer 用モジュールと MS 
Loopback Adapter の組み化みが必要です。 W 下に手順を説明します。 

I — "〇 Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノードでは 、 MS Lo 叩 back Adapter の 
医重目 組み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを巧ってくださ 
し、。 


MS Loopback Adapter の組み込み 

1 . [ネットワークコンピューろ]をちクリックし、[プ□パティ]を選択する。 

2 . [アダプタ]のクグを選択し、[追加]をクリックずる。 

3. 「MS Loopback Adapter 」 を選択して、 [ OK ] をクリックずる。 

4. [MS Loopback アダプタカードセットアップ]が表示されたら、 [0 K ] をクリックする。 

己. 机 hd 日 WS NT 4.0 セットアップディスクを CD - ROM ドライプに入れ、パスを入力し[続巧]をク 
リックする。 

目. [パイン鬥のクグを選択し、ループパックをバインドする。 

7. [プ□トコル]のタグを選択し、 「 TCP / IP プ□トコル」を選択して、[プ□パティ]をクリックする。 

8. [ IP アドレス]のタグで、「アダプタ」のプルダウンリストボックス中から 「MS Loopback アダプ 
ろ」を選択し、 [ IP アドレス]に仮想 IP アドレスを入力ずる。[サブネットマスク]はネットワークじ 
合わせて設定する。最禮じ [0 K ] をクリックずる。 

I 謂"〇 デフオルトゲートウェイは設定しないでください。 

江 ループバックをパインドする時、プ□ンプトが化てくる場合がありますが、その時は[はい]をク 
リックする。 

10. 既定のデータを選択し、何の変更もちわず [0 K ] をクリックする。 

11. マシンを再起動する。 

12. コマン ドプ□ンプトを起動し、 コマン ド 「route delete <仮想 IP's network > mask < 仮想 IP's 
netmask > < 仮想 IP >」を実行し、ルーティングテーブルの変更をする。 

(例)仮想 IP アドレスが192.1目8.10.5、ネットマスクが25己ぶ 55. 2己 5.0 の場合 route delete 
192.168 .10.0 mask 255.255 .255.0 巧之168.10 .5 を実行しまず。 

I n-O マシンの再起動時は必ず□グインし、上記コマンドを実行してください。 
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LoadBalancer 用モジュールの組み & み 

1. 本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を分散ノードマシンの CD - ROM ドライプにセット 
ずる 0 

吕. （ CD - ROM のドライブで字): ¥nec¥Linux¥99 时 b¥lbhost4.exe を実行ずる。 

3. 画面表示に従ってインストールずる。 

4. nPLB4 サーバを起動しますか？」で[はい]を選択して IPLB4 サーバを起動ずる。 

■ エージェントモジュールをインス!ルしない場合 

エージェントモジュールをインストールしない場合は 、 MS Loopback Adapter の組み化み 
のみを行ってください。 

I H-O Web + t-y 個定化のグ JU - プのみに属する分散ノードでは、 MS Loopback Adapter の組み込 
胃司 みは必要ありません。し oad 日 alancer 用モジュールの組み込みのみを巧ってください。 

マシンの再起動の必要はありません。 


Windows 2000 

■ エージェントモジュールをインス!ルずる場合 

本装置に添付されているバックアップ CD - ROM 内の Load 目 a lancer 用モジュールと 
Microsoft Loopback Adapter の組み化みが必要です。と又下に手順を説明します。 

| 1 |-〇 Web サーノ 個逊的り] b — プ(放: Men ずる嫌！/—ドでは 、 Microsoft Lo 叩 backAdapterCMS 
み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを巧つてください。 

Microsoft Loopback Adapter の組み込み 

1. [コント□ールパネル]をオープンずる。 

2 . [八ードウェアの追力日/削除]をダブルクリックずる。 

3. 「追力山を選択し、じ欠へ]をクリックずる。 

4. 「デバイスの追力 □/ トラブルシューティング」を選択し、[ホへ]をクリックずる。 

已. 「新しいデバイスの追化」を選択し、[ホへ]をクリックずる。 

6 . 「いいえ、一覧から八ードウェアを選択します」の項目を選択し、じ欠へ]をクリックする。 

7. 「ネットワークアダプタ」を選択し、[ホへ]をクリックずる。 

8.「 Microsoft 」 の 「Microsoft Loopback Adapter 」 を選択し、[次へ]をクリ、ソクずる。 

日. [完了]をクリックずる。 
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10. [デスクトッス上の[マイネ、ソトワーク]をちクリックし、[プ□パティ]を選択ずる。 

11. Microsoft Loopback Adapter のにーカルエリア接統]をちクリックして、[プ□パティ]を選択す 
る。 

12. 「インターネットプ□トコル( TCP / IP )」を選択し、[プ□パティ]をクリックする。 

13. [ IP アドレス]じ仮想 IP アドレスを入力します。[サブネットマスク]はネットワークに合わせて設 
走:する。 

I n-O デフオルトゲートウェイは設定しないでください。 



14. [詳細設定]をクリックして、[インクーフェイスメトリック]の値を9999じ変更し、 DDK ] をクリッ 
クする。 

]:化て Mcrosoft Loopback Adapter 觀沿が A みは終了です。 


LoadBalancer 用モジュールの組み]込み 

1. 本装置に添付されているバックアップ CD - ROM を分散ノードマシンの CD - ROM ドライブにセット 
する 0 

2. ( CD - ROM のドライプ文字): ¥ nec ¥ Linux ¥99 iplb ¥ lbhost 4. exe を実行する。 

3. 画面表示に従ってインストールずる0 

4. riPL 巨 4 サーパを起動しますか？」で[はい]を選択して IPLB 4 サーバを起動ずる。 

政上でモジュールの組み込みは終了でず。 

■ エージェントモジュールをインス!ルしない場合 

王ージてントモジュールをインス I — ルしない場合は 、 Microsoft Loopback Adapter の組み化 
みのみを巧ってください。 

| 1|-〇 Web ヴ — / 個茵防グ /b— プ 0 ! みる 5 備 1/— ドで I ん Microsoft Loopback AdapterODSi 
み込みは必要ありません。 LoadBalancer 用モジュールの組み込みのみを巧つてください。 

マシンの再起動の必要はありません。 


Windows Server 2003 


Windows Server 2003のセットアップについては 「 EXPRESS 5800 / L 巨シリーズ Windows 
Server 2003の利用について」（バックアップ CD-ROM : / nec / Linux /99 iplb / doc / 
loadbalance - w 2 k 3. pdf ) を参照してください。 
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SolansS 

■ エージェントモジュールをインス!ルずる場合 

本装置に添付されているバックアップ CD - ROM 内の LoadBalancer 用モジュールを組が込み 
ます。 

1. root 権限で□グインして、本装置に添がされているバックアップ CD - ROM を Solaris マシンの CD - 
ROM ドライブじセットずる。 

2. / cdrom / nec / Linux /99 iplb / lbhost 4-3. 1 .0- 1 . pkg . ね r . gz を/ tmp / じ〕ピーずる。 

3. コンソールを起動ずる。 

4. カレントディレクトリを/ tmp にずる 。 （#cd /师 P ) 

已.ファイルを解凍ずる 。 (#gzip -d lbhost 4-3.1.0-1 . pkg . tar . gz ) 

6. ファイルを展開ずる D (#tar -xvf lbhost 4-3.1.0-1. pkg . tar ) 

7. パ、ソケージをインストールする。 （# pkgadd-d .) 

8. lbhost 4 を選択し、インストールずる。 

日. lbhost 4. conf ファイルの編集をする。 ifconfig 〕 マンドを実巧する。（が fconfig - a ) 

(実行例） 

100: flags 二1000849 mtu 8232 index 1 
inet 127.0 .0.1 netmask ffOOOOOO 
hmeO : flags 二1000843 mtu 1500 index 2 
inet 192.168.0.65 netmask ffffffOO broadcast 192.168 .0.255 
ether 8:0:20: 巧: af :27 

本装置[こ接統されるインタフェースのを称を控えまず。（上記例のでは hmeO です） 

エディタで / etc / ha 4. d / lbhost 4. conf を才ープンします。 

'udp elxlQi の巧を 、 'udp hmeO ' [こ変更しまず。 

ファイルをセーブしてエディクを終了しまず。 

10. インストールした Load 巨 alancer モジュールを起動する。 

(壮 / etc / init . d / lbhost 4 d start ) 

LoadBalancer モジュールの起動を巧った際にた rF のエラーが発生した場合は、 / etc / ha 4. d / 
lbhost 4. conf の編集が誤っている場合がありますので再確認して下さい。 

Starting High-Availability services ; 

ifconfig ; status : SIOCGLIFFLAGS : elxlO : no such interface 

lbhost 4 d did not start [「 c 二 1] 

I p-O LoadBalancer モジュールが正常に起動した場合、次回か 5 のマシン起動では 
B 重3 1_03加3|311ご6「モジユールの|理拠迎まお虽ありません。 
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■ エージェントモジュールをインス!ルしない場合 


エージェントモジュールをインス I ''ールしない場合は、ループバックインターフェースの設 
定が必要です。 

I H-O Web サーバ固定化のグループのみに属する分散ノー ドでは、ループバックインターフェー 

胃司 スの設定は必要ありません。 

1 . root 権限で□グインずる。 

2 . 仮想 IP アドレスを設定ずる。 

(書式 ） ifconfig 1〇0 addif 〔仮想 IP アドレス ] netmask 255.255 .255.255 -arp up 
(例）仮想 IP アドレス：192.1目 8.0.2 日4、 http (ポート: 80) の攝合 

ifconfig 1〇0 addif 192.168 .0.254 netmask 255.255 .255. 255 -arp up 
(ま） マシンを再起動した場合は再度同様の設定を巧う必要があります。 

3. ifconfig - a コマンドで設定したインターフェースを確認ずる。 


コンテンツデリバリ 


コンテンツデリパリ機能の詳細な説日月は、パックアップ CD - ROM 内の 「 Express 5800 / LB シ 
リーズコンテンツデリバリ機能ユーザーズガイド」 ( pdf おま)を参照してください。 

ファイル パス： / nec / Linux /99 iplb / doc / contents.pdf 
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装置の二重化 


本装置を二重化することにより、 LB 30 Oc (コーディネータ)がダウンした場合でも、待機系の 
LB 30 Oc (バックアップ〕ーディネータ)が引き継ぎ(フェイルオーバ)、サーバへの分散を継続 
できます。 

初期導入設を時にコーディネータかバックアップコーディネータかを選巧し、二重化時の動 
しい卜 J 作モードを決疋します。 

二重化時にはコーディネータとバックア、ソプコーディネータとの闇でお互いに八ートビート 
による死活監視を行います。死活監視を巧うための^ディアは、初期導入時に決定します。 

死活監視は以下の^ディアが使用でき、冗長構成を取る場合は複数選択できます。 

一 1 st LAN : データトラフィックと同じラインで死活監視を巧いまず。 

- 2 nd LAN : データトラフィ、ソクの影響を受けずに独立して死活監視を巧います。 

一 COM : データトラフィ、ソクの影響を受けずに独立して死活監視を巧います。 

COM を使用する場合は、オプシヨンの RS -232 C ク□スケーブルが別途必要で 
ず。 



本体背面 

二重化時の死活監視の冗長構成では、以下のとおりバックアップコーディネータへのフェイ 
ルオーバに遷移しまず。 

• 2 nd LAN のみ 

2 nd 八ートビート喪失一 1 st LAN 八ートビート喪失ーフェイルオーバ開始 

• COM のみ 

COM 八ードビート喪失^ 1 st LAN 八ートビート喪失ーフェイルオーバ開始 

• 2 nd LAN & COM 

COM 八ートビート喪失 一 2 nd LAN 八ートビート喪失一 1 st LAN 八ートビート喪失 
ーフェイルオーバ開始 

1 ，0 冗長構成時でち、 1st LAN での情報同期データが喪失ずるとフ王イルオーバを開始しま 
ず。 

死活監視の冗長構成設定は 、 Management Console 一[システム]アイコンー [ LB 基本設走]で 
変更できます。 


システムのセットアップ 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPRO/ServerAgent は化荷時にインストール済みですが、固有の設定:がされていませ 
ん。 t (下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添がのバ、ソクアツプ CD-ROM:/nec/Linux/esmp 「 o.sa/doc 


■I ： ESMPRO / ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 (5 章参賦がインストール洁み 
1-^ です。ご利用には別違契約が也、要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保库サー 
- ビス会社にお問い合わせください。 


vr-O シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 をに」に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は ly 下のコマンドを実行ずることで変更でをまず。 

# export LANG=C 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

I — -〇 EXPRESSBUILDER ( SE ) C D-R 0 M か5システムを起動して操作しまず。 

EXPRESSBUILDEFKS 曰 CD - ROM か5起動させるためには、事前にセットアップがお 
要でず。已章を参照して準備してください。 

1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. EXPRES 沈 UILDER ( SE ) CD - ROM を本体装置の CD - ROM ドライブにセットして，再起動ずる。 

EXPRESS 己 UILDER ( S 曰か6起動して 「 EXPRESS 己 UILDER ( SE ) トップメニュー」が表示されま 
ず。 

3. 「ツール」 一 r オフライン保守ユーティリティ」を選ぶ。 

4. [システム情報の管 a ] か6[退避]を選択ずる。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って化 a を進めて<ださい。 

続いて管理 PC に本装置を監視.管理ずるアプリケーシヨンをインストールします。次ぺ一 
ジを参照してください。 
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管埋 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 が用意されていまず。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインス I -ールずることによりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができまず。 


ESMPRO / ServerManager と DianaScope のインストールについては5章、または EXPRESS 目 U 1 LDER 
( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照してください。 


システムのセットアップ 
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再セットアップ 

再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムを起動できな<なった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシステムを起動できるようじ 
するものです。以下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作巧 


r 保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へお保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めします。 
保守用パーティションは、添付の rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 を使って作成しま 
ず。詳しくは5章を参照してください。 

保守巧パーティションを作成するプ□セスで保守巧パーティションへ自動的にインストール 
される ユー ティリティは、「システム診断ユーティリティ」と r オフライン保守 ユー ティリ 
ティ」です。 


システムの再インス I ル 


I M -0 再インストールを巧うと、ヴーバ巧の全データび消去され、出巧時の状態に戻りまず。出壁 
なデータびサーバ巧に巧っている場合、データをバックアップしてか 5 再インストールを実 
行してください。 

再インストールには、本体添付のバックアップ CD - ROM と、バックアップ CD - ROM 用イン 
ストールディスクが必要です。 

「バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
に、「バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにそれぞれ挿入し、 POWER スイ、ソチを押 
して電源を 0 N 1 こします。 

，|; このとき、本体前面の COM ポートが COM B) にコンソールを19,200 bps の転送を度で接続す 
ると、コンソールログを参照することができます。 


しば6くすると r バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」から設封青報を読み取り、 
自動的にインストールを実行します。 

I M -0 このとき、確認などは一切巧われずにインストール作業が開始されるため、十分を意してく 
B 重3 ださい。 

が)20分程度でインストールが完了します。インストールが完了した6、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 CD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブか6取り化してく 
ださい。 
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30 分]: J 上待っても、 CD-ROM がイジェクトされず、 CD-ROM への アクセスも行われていな 
い場合は再インス!ルに失敗している可能性があります。リセットして、 CD-ROM/ フ 
□、ソピーディスクをセットし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は，保守サービス会せ、またはお買い上げの目反売店までご連絡<ださ 
い。 


初期導入設定用デイスクの作が 


前述の r 初期導入設定用ディスクの作成」を参照して<ださい。ずでに初期導人設を巧ディ 
スクを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設定し直してください。ただ 
し、設を内容を変えたいときは、新たに初期導入用設をディスクを作り直して<ださい。 


システムのセツトアツ 



前述の r システムのセットアップ」を参照してください。 


ESMPR 日 / Server Agent のセツトアツ 



「システムの再インストール」で ESMPRO/ServerAgent は自動的Iこインストールされまず 
が、固有の設定がされていません。じ(下のオンラインドキュメントを参照し、セットアッ 
プをしてください。 

添付のバ、ソクアツプ CD-ROM:/nec/Linux/esmp 「 o.sa/doc 


rE>n 


ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「ェクスプレス通部サービス」 （5 章参賦も自動的にインス 
トールされます。 

シリアル接続の管理 PC か6設定作業をずる場合は、管理ちとして□グインした後、設定 
作業を開始ずる前に環境変数 「LANG」 を rc」 に変更してください。デフォルトのシェル環 
境の場合は政下のコマンドを実行ずることで変更でをまず。 

样 export LANG=C 


システムのセットアップ 


83 








Memo 



